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平
成

 
 

 
 

・ 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

む

 
 

 
 

つ

 
 

 
 

み 
 第

五
十
二
回
日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
茨
城
取
手
大
会
案
内
号 

 例
年
、
全
国
行
脚
を
し
て
い
た
夏
季
合
宿
研
究
会
（
通
称
：
全
国
大

会
）
で
す
が
、
九
年
前
か
ら
新
た
な
実
施
の
形
と
し
て
、
東
京
近
郊
に

お
い
て
、
一
泊
二
日
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
十
二

回
水
郷
筑
波
大
会
以
来
、
実
に
四
十
年
ぶ
り
二
回
目
の
茨
城
県
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。 

 

関
東
圏
以
外
の
先
生
方
と
互
い
に
磨
き
合
え
る
数
少
な
い
機
会
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 第
五
十
二
回

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
茨
城
取
手
大
会

  
 一

 

主

 

題

 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育

 

 
 

 
 

 
 ―

自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
―

 

主
催

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」

 

後
援

 

取
手
市
教
育
委
員
会

 

 二

 

と

 

き

 

平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
（
土
）
～

 

七
日
（
日
）

 

  
 

７ ７

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

２ 
 三

 

と
こ
ろ

 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校

 

〒

302-0032 茨
城
県
取
手
市
野
々
井
一
五
六
七
―
三

  

TEL：

0297-71-3353(代
表

) / FAX：

0297-71-3354 

交
通
：JR

常
磐
線
「
取
手
」
駅
西
口
下
車

 

タ
ク
シ
ー
一
〇
分 

【
宿
泊
】
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
取
手

 TEL

：0297-72-1123 
 四

 

日

 

程 
 【

第
一
日
】
八
月
六
日
（
土
）

 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
に
て 

１

 

受

 

付

 

八
：
三
〇
～
九
：
一
五 

 ２

 

開
会
式

 

九
：
一
五
～
九
：
三
〇

  

① 

開
会
の
こ
と
ば

 
  

② 

挨
拶

 
 

 
 

 
 

大
会
委
員
長

 
 

若
林

 

富
男

 

（
茨
城
） 

③ 
大
会
運
営
の
連
絡

 

大
会
事
務
局
長

 

内
丸

 

友
之

 

（
茨
城
） 

 ３

 

は
じ
め
の
話

 

九
：
三
〇
～
一
〇
：
〇
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
会
委
員
長

 
 

若
林

 

富
男
（
茨
城
） 
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４
 

研
究
発
表

 

一
〇
：
一
五
～
一
二
：
〇
〇

 
  

 
 

発
表
者

 
 

岡
田

 

博
元
（
東
京
）

 
 

齋
藤

 

寛
（
茨
城
）

 

ほ
か 

 
  

５

 

先
達
に
学
ぶ 

 
 

 

先
達
の
話

 
 

山
崎

 

和
男
（
東
京
）

 

ほ
か 

 ６

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

一
四
：
三
〇
～
一
六
：
三
〇 

 

「
問
題
作
り
学
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

 
 

 
 

 
 

  
 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

成
田

 
信
子
（
神
奈
川
） 

パ
ネ
リ
ス
ト

 

片
山

 

守
道
（
東
京
）

 
小
山
久
仁
子

(埼
玉

) 

ほ
か

 

  ７

 

懇
親
会

 

一
八
：
〇
〇
～
二
〇
：
〇
〇

  

取
手
駅
東
口
『
野
の
花
』（
予
定
）
に
て 

司
会

 

内
丸

 

友
之

 (

茨
城)

 
 

村
上

 
博
之（
神
奈
川
） 

横
内

 

智
子
（
東
京
） 

 【
第
二
日
】

 

八
月
七
日
（
日
）
江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
に
て 

 １

 

受
付

 
 

 
 

 
 

八
：
三
〇
～
九
：
〇
〇

  
 ２

 

実
践
報
告
分
科
会

 

九
：
〇
〇
～
一
二
：
〇
〇 

◆
低
学
年
分
科
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

発
表
者

 
 

田
中

 

久
枝
（
茨
城
）

 

仲
田
美
貴
子
（
茨
城
）

  

◆
中
学
年
分
科
会

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

発
表
者

 
 

内
丸

 

友
之
（
茨
城
）

 

前
原

 

文
江
（
東
京
） 

◆
高
学
年
分
科
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

発
表
者

 
 

幅
野
今
日
子
（
茨
城
）

 

廣
瀬

 

修
也
（
東
京
）

  
 ３

 

ゲ
ス
ト
の
話
（
記
念
講
演
）
一
三
：
〇
〇
～
一
四
：
三
〇 

 
 

 
 

 
 

講
師

 
 

塚
田

 

泰
彦

 

（
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
）

 

 ４

 

ま
と
め
の
話
（
総
括
講
演
）
一
五
：
一
五
～
一
五
：
四
五

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秋
山

 
 

誠

 

（
千
葉
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 ５

 

閉
会
式

 

一
五
：
四
五
～

 
 

 
 

 

司
会

 

平
野

 

登
志
江
（
千
葉
）

  

・
会
代
表
の
挨
拶

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
木

 

正
子
（
埼
玉
）

 

・
参
加
者
代
表
の
挨
拶

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口

 

文
子
（
茨
城
）

 

・
本
部
事
務
局
か
ら
の
連
絡

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
田
英
津
子
（
静
岡
）

 

・
閉
会
の
こ
と
ば

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

若
林

 

富
男
（
茨
城
）

 

 五

 

参
加
費
等

 

大
会
参
加
費
は
四
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
・
会
場
費
等
）
で
す
。

地
元
（
茨
城
県
内
に
勤
務
校
）
参
加
費
は
三
〇
〇
〇
円
で
す
。

学
生
参
加
費
は
二
〇
〇
〇
円
で
す
。
当
日
受
付
で
集
め
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
泊
費
は
一
泊
シ
ン
グ
ル
六
七
〇
〇
円
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ン
グ

ル
七
九
〇
〇
円
、
ツ
イ
ン
（
二
人
で
）
一
二
九
〇
〇
円
（
朝
食

付
税
込
）
で
す
。
懇
親
会
費
は
五
〇
〇
〇
円
（
税
込
）
で
す
。
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六
 

申
込
方
法

 

八
月
三
日
（
水
）
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

前
述
の
宿
泊
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
七
月
二
十
六
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

七

 

申
込
先

 

〒

170-0002 

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一

-一
六

-二

-一
〇
一
〇

 
 

 
 

松
木

 

正
子

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

:〇
三
―
三
九
四
五
―
五
二
一
五

 

［
メ
ー
ル
］

smatsuki@jumonji-u.ac.jp 

［
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

http://www.geocities.jp/keyakinokaitop/ 

 八

 

研
究
発
表
等

 

研
究
発
表
（
八
月
七
日
午
前
若
干
名
）
分
科
会
実
践
報
告

（
八
月
八
日
午
前
、
上
・
下
学
年
各
若
干
名
）
を
ご
希
望
の

方
は
七
月
一
日
（
金
）
ま
で
に
、
テ
ー
マ
や
内
容
を
明
記
し

て
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
受
付
順
に
決
定
し

ま
す
。
大
会
事
務
局
よ
り
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
表
要
項
は
Ａ
４
用
紙
を
横
長
、
縦
書
き
に
し
て
四
枚
以

内
に
ま
と
め
、
七
月
十
六
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
込
先
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。
期
日
に
遅
れ
た
方
は
、
当
日
八
十
部
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

 

九

 

そ
の
他

 

①
当
日
受
付
も
し
ま
す
が
、
参
加
者
数
に
よ
り
資
料
を
お
渡
し

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
 

 
 

 

②
会
場
で
本
会
員
有
志
執
筆
の
図
書
を
特
別
割
引
価
格
で
お
頒

か
ち
い
た
し
ま
す
。

 

［
大
会
役
員
］

 
 

 

大
会
委
員
長

 
 

若
林

 

富
男
（
江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
）

 

大
会
事
務
局
長

 

内
丸

 

友
之
（
江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
）

 

 

大
会
事
務
局

 
 

秋
山

 
 

誠
（
前
千
葉
県
浦
安
市
立
美
浜
南
小
学
校
）

 

岡
田

 

博
元
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
）

 

 
 

            片
山

 

守
道
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
）

 

名
取

 

俊
夫
（
埼
玉
県
朝
霞
市
立
朝
霞
第
七
小
学
校
）

 

田
中

 

久
枝
（
江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
）

 

松
木

 

正
子
（
前
十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

 

安
田

 

恭
子
（
前
東
京
都
新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校
）

 

横
内

 

智
子
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
）

 

 ◆
欅
の
会
四
五
〇
回
記
念
特
別
企
画

 

の
「授
業
研
究
会
」 

 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育

 

 
 

―
今
、
求
め
ら
れ
る
「
国
語
科
問
題
作
り
学
習
」
― 

日

 

時

 

平
成
二
八
年
五
月
一
四
日
（
土
） 

授
業
者

 

片
山
守
道
先
生

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校

  

児

 

童

 

第
六
学
年
三
組
二
五
名 

【
研
究
協
議
会
記
録
】 

一
．
授
業
者
反
省
（
片
山
先
生
） 

 

今
日
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
問
い
を
作
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
話
し
合
っ

て
選
ぶ
授
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
回
か
や
っ
て
い
る
。「
竜
」
の
と
き
は
、
久

し
ぶ
り
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
問
い
が
具
体
的
に
な
ら
な
か
っ
た
。 
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先
行
ク
ラ
ス
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
話
し
合
い
が
二
〇
分
だ
っ
た
が
、
今
日

は
、
積
極
的
に
話
し
合
い
を
し
て
三
〇
分
か
か
っ
た
。 

 

今
日
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
問
い
を
二
つ
に
絞
っ
た
の
で
、
ど
の
問
い
も
そ
れ

な
り
に
良
か
っ
た
と
思
う
。「
あ
い
ま
い
な
口
笛
」
は
、
７
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
困

っ
て
い
た
の
で
、
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。
先
行
ク
ラ
ス
で
は
、「
な
ぜ
サ
ボ

テ
ン
か
ら
水
が
出
る
の
か
」
と
い
っ
た
基
本
的
な
問
い
も
出
て
い
た
。 

 

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
良
い
か
先
生
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
。 

 二
．
研
究
協
議
（
〇
…
質
問
、
意
見

 

◎
…
答
え
） 

〇

 

グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
欲
し
い
。

長
い
作
品
を
扱
う
と
き
は
、
問
題
の
数
が
増
え
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
扱
っ

た
ら
良
い
か
。（
村
上
） 

〇

 

今
日
ま
で
に
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て
い
る
の
か
。
一
人
ひ
と
り

の
自
学
が
よ
く
出
来
て
い
て
驚
い
た
。（
小
山
） 

◎

 

問
題
作
り
の
絞
り
込
み
は
、
こ
の
学
年
の
児
童
は
、
今
ま
で
に
経
験
が
あ

る
の
で
選
ん
だ
が
、
初
め
て
や
る
場
合
は
、
色
々
な
問
題
を
そ
の
ま
ま
出
し

て
全
体
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
問
題
が
良
い
か
話
し
合
い
な
が
ら
学

ぶ
の
が
良
い
。

 

 
 

村
上
先
生
の
質
問
は
、
単
元
全
体
を
問
題
作
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
場

面
を
決
め
て
問
題
作
り
を
す
る
の
も
良
い
。
こ
の
話
は
、
昨
日
始
め
て
読
ん

だ
。
家
で
問
題
を
考
え
て
き
た
子
も
い
る
。（
片
山
）

 

〇

 

話
し
合
い
の
や
り
方
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
違
っ
て
い
た
。
全
体
で
い
く
つ

あ
る
か
確
認
し
て
か
ら
始
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
１
の
場
面
か
ら
順
番
に
話

し
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
あ
っ
た
。（
村
上
）

 

◎

 

場
面
ご
と
に
話
し
合
う
よ
う
話
し
た
。（
片
山
）

 

〇

 

読
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
自
問
自
答
す
る
時
間
が
必
要
だ
。（
小
山
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎

 

今
回
は
、
書
き
込
み
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
っ
た
。
記
号
や
線
の
種
類
は

個
人
で
工
夫
し
て
書
い
た
。（
片
山
）

 

〇

 

い
つ
頃
か
ら
、
問
い
を
え
ら
ん
で
、
学
習
し
て
い
る
の
か
。（
岡
田
）

 

◎

 

五
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
く
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
片
山
）

 

（
司
会
）
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
今
日
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

〇

 

問
題
の
絞
り
込
み
に
教
師
が
配
慮
し
た
こ
と
は
何
か
。

 

◎

 

１
段
落
の
「
意
志
の
よ
う
に
」
と
３
段
落
の
「
た
た
か
い
な
が
ら
生
き
た

い
」
と
最
後
の
段
落
を
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

 

 
 

少
数
意
見
で
も
取
り
上
げ
る
場
合
も
あ
る
し
、
多
数
で
あ
っ
て
も
別
の
も

の
と
換
え
る
場
合
も
あ
る
。（
片
山
）

 

〇

 

落
と
し
て
は
い
け
な
い
言
葉
で
、
立
ち
止
ま
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。（
村
上
）

 

◎

 

精
選
し
す
ぎ
る
と
抜
け
落
ち
る
場
合
が
あ
る
が
、
良
い
作
品
は
、
大
事
な

言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
エ
ッ
セ
ン
ス
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
子
ど
も
の

言
葉
か
ら
取
り
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
。（
片
山
）

 
〇

 
問
題
を
話
し
合
い
な
が
ら
前
の
言
葉
に
立
ち
返
る
こ
と
も
大
事
。（
岡
田
） 

〇

 

私
は
、
作
者
か
ら
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
想
像
し
ま
し
た
。
作
者
と
作
品
の

関
係
も
話
し
合
わ
せ
た
い
。（
安
部
）

 

〇

 

精
選
す
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
学
習
と
似
て
く
る
気
が
す
る
が
、
こ
の
後
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ど
う
進
め
る
の
か
。（
村
上
）

 
〇

 
今
日
の
授
業
は
、
学
習
の
流
れ
が
自
然
だ
っ
た
。
や
な
せ
た
か
し
の
思

 
 

 
 

想
を
考
え
さ
せ
た
い
。
最
後
の
一
文
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
も
、
深
い
意
味

が
読
み
取
れ
る
と
思
う
。（
山
崎
）

 

〇

 

最
後
の
一
文
は
、
や
な
せ
た
か
し
の
思
想
に
迫
る
言
葉
で
あ
る
。
叙
述
に

気
づ
い
て
い
る
子
の
言
葉
を
ど
う
全
体
に
ひ
ろ
げ
る
か
が
大
切
。（
成
田
）

 

◎

 

教
材
文
が
短
い
た
め
、
時
数
は
４
時
間
程
度
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
進
め
た
い
。

子
ど
も
達
が
前
に
出
て
、
進
め
る
場
合
も
あ
る
。

 

 
 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
こ
と
を
初
発
の
感
想
に
書
い
て
い
る
子
も
い
た
。
私
も

自
分
の
体
を
傷
つ
け
て
人
を
助
け
る
の
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
そ
っ
く
り
だ

と
感
じ
て
い
る
。（
片
山
）

 

〇

 

一
人
の
子
の
意
見
で
話
し
合
い
が
深
ま
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
ど
う
だ
っ
た

か
。（
岡
田
）

 

◎

 

「
竜
」
で
は
、
主
題
や
心
情
を
捉
え
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
子
が
い
た
。

な
の
で
、
全
体
を
捉
え
る
問
題
は
出
に
く
い
。
五
年
の
最
後
に
作
者
の
意
図

に
つ
い
て
考
え
た
の
で
、
子
ど
も
達
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
と
思
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
片
山
）

 

 三
．
ま
と
め
の
話

 

松
木
先
生

 

ゆ
と
り
世
代
が
話
題
に
な
る
一
方
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
謳
わ
れ
、

実
践
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
主
体
的
な
学
習
、
自
ら
課
題
を
持
っ
て
取
り
組

む
学
習
、
そ
れ
は
、
石
田
佐
久
馬
先
生
が
問
題
作
り
学
習
で
ず
っ
と
言
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

 

こ
の
教
材
は
四
時
間
の
短
い
教
材
で
、
新
し
い
気
持
ち
で
、
ま
ず
、
口
を

開
い
て
教
材
と
向
き
合
う
た
め
の
も
の
だ
。
片
山
先
生
は
、
子
ど
も
達
に
丁

寧
に
指
示
を
出
し
て
、
子
ど
も
達
も
す
ぐ
に
活
動
し
て
い
た
。
片
山
先
生
は
、

前
時
に
作
っ
た
問
題
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
、
今
日
の
授
業
に
臨
ん
で
い
た
。 

や
は
り
、「
サ
ボ
テ
ン
の
花
」
の
題
名
は
、
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
サ
ボ
テ
ン
に
対
す
る
作
者
の
想
い
を
「
意
志
」
と
い
う
表
現
か

ら
、
叙
述
に
即
し
て
自
分
の
サ
ボ
テ
ン
観
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

 

二
つ
目
は
、
ど
う
読
み
取
る
か
押
さ
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
問

題
が
子
ど
も
達
の
中
か
ら
出
て
き
て
い
る
か
調
べ
て
お
く
。

 

三
つ
目
は
、
朗
読
に
繋
が
る
言
葉
に
気
づ
か
せ
た
い
。

 

問
題
作
り
学
習
は
、
良
い
問
題
で
な
く
て
も
素
朴
な
問
題
を
取
り
上
げ
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
読
み
間
違
え
か
ら
気
づ
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
こ

の
教
材
文
を
読
み
味
わ
っ
て
主
題
に
到
達
し
た
い
。
一
見
つ
ま
ら
な
そ
う
な

問
題
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
問
題
が
「
深
い
い
問
題
」
か
見
つ
け

る
こ
と
が
出
来
る
。
学
び
方
に
気
づ
く
、
ど
う
学
べ
ば
い
い
の
か
分
か
る
の

が
問
題
作
り
で
あ
る
。
自
分
で
は
、
答
え
が
出
な
い
か
ら
み
ん
な
で
考
え
た

い
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
た
い
。

 

「
お
ど
ろ
く
ほ
ど
美
し
い
花
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
を
読
み
取
っ
て
か
ら

最
後
に
話
し
合
う
と
良
い
。

 
四
時
間
で
終
わ
ら
せ
る
工
夫
も
あ
る
。
辞
書
は
出
来
る
だ
け
使
わ
せ
た
い
。

グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
話
し
合
っ
て
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
良
い
意
見
が
出
た
問
題
を
全
体
で
話
し
合
う
と
良
い
。

 
【記
録
：
田
中

 

久
枝

 

（茨
城
・江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
）】 



 

6

◇
◇
会
案
内
◇
◇

 
 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
研
究
で
め
ざ
す
も
の

 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、
二
十
一
世
紀
の
国
語
学
習
の
在
り
方
の
探

求
す
る
研
究
集
団
で
あ
る
。

 

子
ど
も
た
ち
が
「自
ら
国
語
の
力
を
獲
得
す
る
学
び
」の
姿
を
求
め
て
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
茨
城
か
ら
会
員
が
都
内
の
会
場
校
に
集
ま
っ
て
来
る
。
若

手
か
ら
中
堅
、
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
い
層
の
教
員
が
、
常
に
三
十
名
近
く

参
加
す
る
。

 

 

『研
究
は
厳
し
く
、
人
間
関
係
は
和
や
か
に
』
を
合
言
葉
に
毎
月
一
度
集
ま
り
、

互
い
に
学
び
合
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
六
月
に
は
月
例
会
が
四
一
六
回
と
な
り
、

ま
も
な
く
四
五
〇
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、

故
石
田
佐
久
馬
代
表
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
「吾
以
外
皆
我
師
」を
モ
ッ
ト
ー
に
学

び
続
け
て
い
る
。
月
例
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の

会
」の
全
国
大
会
（毎
年
七
～
八
月
）で
、
発
表
す
る
会
員
も
多
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
年
三
年
間
の
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
全
国
大
会
の
研
究
テ
ー
マ
を

掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

二
〇
一
三
年

 

第
四
十
九
回

 

浦
安
大
会

 

（千
葉
県
浦
安
市
） 

 
 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る

 

 
 

～
こ
と
ば
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
授
業
の
創
造
～

 

二
〇
一
四
年

 

第
五
十
回

 

埼
玉
武
蔵
野
大
会

 

（埼
玉
県
新
座
市
） 

 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る

 

～
国
語
教
育
温
故
知
新
～

 

二
〇
一
五
年

 

第
五
十
一
回
多
摩
東
京
大
会

 （東
京
都
立
川
市
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る

 

～
ど
の
子
も
輝
く
国
語
の
教
室
～

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
会
員
は
、
全
国
大
会
の
テ
ー
マ
を
常
に
意
識

し
な
が
ら
、
自
分
で
興
味
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
授
業
実
践
を
通
し
て

追
求
し
、
年
一
回
月
例
会
で
提
案
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

 

 【
茨
城
取
手
大
会
会
場
校
の
国
語
教
育
】

 

◇
江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
の
国
語
教
育
の
特
色
（
一
部
抜
粋
）

 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
で
は
、
全
て
の
教
科
の
基
礎
で
あ
り
、
思
考
力
や

表
現
力
の
源
と
な
る
『
読
書
指
導
』
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
独
自
の
「
朝
の

読
書
タ
イ
ム
」
を
設
け
る
と
と
も
に
、
国
語
の
時
間
割
の
中
に
「
読
書
指
導
」

の
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

年
間
読
書
１
０
０
冊
・
１
０
０
０
０
ペ
ー
ジ
読
破
が
目
標 

毎
日
、
朝
の
読
書
タ
イ
ム
や
読
書
の
時
間
、
国
語
の
時
間
、
さ
ら
に
は
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
中
で
読
書
活
動
を
推
進
し
て
、
目
標
と
し
て
毎
月
１
０
冊
以

上
、
年
間
１
０
０
冊
の
本
を
読
み
込
み
ま
す
。
中
学
年
か
ら
は
年
間
１
０
０
０

０
ペ
ー
ジ
読
破
を
新
た
な
目
標
と
し
ま
す
。
一
人
で
考
え
る
読
書
、
友
達
と
交

流
し
て
深
め
る
読
書
、時
に
は
み
ん
な
で
楽
し
む
読
書
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

読
書
記
録
（
読
書
貯
金
）
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い
や
考
え
を
確
か
な
も

の
に
し
、
心
に
刻
み
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
読
書
活
動
を
振
り
返
る
と

き
に
役
立
ち
ま
す
。
す
ぐ
れ
た
本
は
、
繰
り
返
し
読
ん
で
も
、
そ
の
都
度
新
し

こ
と
を
発
見
す
る
も
の
で
す
。
え
ど
と
り
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
読
み

か
け
の
本
を
、
手
元
に
そ
し
て
カ
バ
ン
の
中
に
持
っ
て
い
ま
す
。 

【
文
責
：
若
林

 

富
男
】 


